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日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
学
生
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、

在
学
中
に
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
も

減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
生
の
多
く
は
収
入

が
な
い
た
め
、
本
人
が
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
の

た
め
、
学
生
に
は
、
申
請
に
よ
り

在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い

で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

特
例
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の

納
付
要
件
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
は
、
毎
年
度
申

請
が
必
要
で
す
。

申
請
が
遅
れ
て
も
、
申
請
年
度

の
４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
申
請
日
前
に
生
じ

た
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
害
・
死

亡
に
つ
い
て
は
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
請
場
所

市
民
課
（
市
役
所
お
よ
び
総
合

　

支
所
）

持
参
す
る
も
の

①
年
金
手
帳

②
新
学
年
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー

　

可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

③
印
鑑

次
の
届
出（
申
請
）に
つ
い
て
、

市
民
課
（
市
役
所
お
よ
び
総
合
支

所
）
で
は
、
郵
送
で
も
受
付
を
し

て
い
ま
す
。

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
へ

　

の
種
別
変
更
の
届
出
書

・
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

　

例
申
請
書

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

　

猶
予
申
請
書

た
だ
し
、
記
入
漏
れ
な
ど
で
受

付
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
届
出

（
申
請
）
書
を
返
送
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
添
付
書
類
等
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
18
年
４
月
分
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
が
、
月
額
１
３
、
５

８
０
円
か
ら
月
額
１
３
、８
６
０

円
に
変
わ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
だ
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
割

引
方
法
を
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
・
遺
族
厚
生
年
金
が
併
給
で
き

ま
すこ

れ
ま
で
は
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
と
、
働
い
て
厚

生
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
場
合

で
も
、
将
来
、
老
齢
年
金
か
障
害

年
金
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
改
正
に

よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
ま
た
は
遺
族
厚
生
年
金
を

併
せ
て
受
給
（
併
給
）
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は
、
障
害
基
礎

年
金
の
受
給
権
者
の
う
ち
、
65
歳

以
上
の
人
で
す
。
受
給
す
る
た
め

に
は
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
障
害
基
礎
年
金
等
の
保
険
料
納

付
要
件
の
特
例
措
置
期
限
が
延
長

さ
れ
ま
す

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
に
は
、
原
則
と
し

て
、
初
診
日
（
ま
た
は
死
亡
日
）

の
前
日
に
お
い
て
、
初
診
日
（
ま

た
は
死
亡
日
）の
前
々
月
ま
で
に
、

加
入
す
べ
き
期
間
の
３
分
の
２
以

上
の
保
険
料
納
付
済
期
間
（
保
険

料
免
除
期
間
等
も
含
む
）
が
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
特
例
と
し
て
、
平

成
18
年
４
月
１
日
ま
で
の
期
間

で
あ
れ
ば
、
初
診
日
（
ま
た
は
死

亡
日
）
の
前
日
に
お
い
て
、
初
診

日
（
ま
た
は
死
亡
日
）
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
未
納
期

間
が
な
け
れ
ば
、
納
付
要
件
を
満

た
す
と
み
な
す
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

改
正
に
よ
り
、
こ
の
特
例
措
置

の
期
限
が
延
長
さ
れ
、
平
成
28
年

４
月
1
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

＊
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
お
問
い
合
せ
は
左
記
へ

★
市
民
課
国
民
年
金
係
（
市
役
所
）　
　

１
１
１
４

★
市
民
課
年
金
保
険
係
（
総
合
支
所
）　

１
３
３
１

★
熊
谷
社
会
保
険
事
務
所　
　
　

０
４
８―

５
２
２―

５
２
１
１

18
年
度
の
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
の

受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

郵
送
で
の
届
出（
申
請
）も

受
け
付
け
ま
す

平
成
18
年
４
月
か
ら
の
年
金
制
度
改
正
に
つ
い
て
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犬
を
飼
う
場
合
は
、
生
涯
に
１

回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
く
飼
い
始
め
た
犬
が
登
録

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
飼
い
始

め
た
日
（
生
後
90
日
以
内
の
犬
の

場
合
は
90
日
を
経
過
し
た
日
）
か

ら
30
日
以
内
に
登
録
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
は
、
健
康
推
進
課
（
各
保

健
セ
ン
タ
ー
）で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の
集
合

接
種
会
場
（
下
表
参
照
）
で
も
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
鑑
札
と
予
防
注
射
済
票
は
、
必

ず
犬
の
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

万
一
、
迷
子
に
な
っ
て
も
、
鑑
札

や
注
射
済
票
が
あ
れ
ば
飼
い
主
を

探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
、
健
康
推
進

課
（
各
保
健
セ
ン
タ
ー
）
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

・
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

・
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き

・
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

・
犬
が
死
亡
し
た
と
き

か
わ
い
い
愛
犬
の
鳴
き
声
も
、

飼
い
主
以
外
の
人
に
は
気
に
な
る

も
の
で
す
。
留
守
中
や
来
客
時
な

ど
に
ほ
え
続
け
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

犬
の
む
だ
ぼ
え
に
は
必
ず
理
由
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
理
解
し
、
対

策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

本
来
、
犬
の
散
歩
は
運
動
の
た

め
の
も
の
で
す
。
排
せ
つ
が
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
犬
の
散

歩
に
は
、
ふ
ん
を
片
付
け
る
道
具

を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。
道
路
や
公

園
で
ふ
ん
を
し
た
ら
必
ず
持
ち
帰

り
、
電
柱
や
塀
に
は
お
し
っ
こ
を

さ
せ
な
い
の
が
最
低
限
の
マ
ナ
ー

で
す
。〝
排
せ
つ
は
家
で
済
ま
せ

て
か
ら
〞を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

散
歩
中
は
も
ち
ろ
ん
、
公
園
な

ど
の
広
い
場
所
で
も
、
必
ず
引
き

綱
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
引
き
綱

は
長
く
伸
ば
さ
ず
、
犬
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
長
さ
で
歩
き
ま
し

ょ
う
。
放
し
た
犬
は
、
他
の
人
に

危
害
を
加
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。「
ウ
チ
の
犬
は
大
丈
夫
！
」
と

考
え
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

日ざしも暖かくなり、愛犬を連れての散歩が楽しくなる季節がやって
きました。犬は、私たちの心を癒してくれる大切なパートナーです。
しかし、「近所の犬がほえてうるさい」、「ふんで公園が汚れている」、
「放し飼いの犬がいて困っている」など、飼い犬に関する苦情も多数
寄せられています。一部の心ない飼い主による無責任な行動が、ご近
所や周囲の人に迷惑をかけ、犬嫌いの人たちを増やす原因となってい
ます。これは、マナーを守っている他の飼い主のみなさんにとっても
たいへん迷惑なこと。犬と快適に暮らすためには、ルールを守り、マ
ナーを心得て飼うことが重要です。あなたの愛犬が多くの人に愛され
ながら人間社会のなかで共存できるようにするためにも、次のことに
気をつけて、最後まで愛情と責任をもって飼いましょう。

★健康推進課（本庄市保健センター） ２００３
（児玉保健センター）　 ５５４０

狂犬病予防注射を受けましょう！

日　程
会 場 および 時 間

AM10：00～11：30 PM１：10～２：30
４月７日㈮ 西公民館 若泉第２公園
４月10日㈪ 本庄市保健センター 本庄市中央公民館
４月11日㈫ 北泉公民館 南公民館
４月12日㈬ 日の出公園 藤田公民館

４月13日㈭
旭公民館  

仁手公民館上仁手公会堂
※AM11:10～11:20

４月14日㈮ 本庄市民プラザ 本庄保健所
４月18日㈫ 共和公民館 児玉公民館

４月19日㈬

太駄公会堂
※AM10:15～10:45

風洞農民センター
本泉公会堂
※AM11:00～11:30

４月20日㈭ 児玉文化会館 児玉総合支所
  《料金》
　予防注射料 2,750円
　注射済票交付手数料 550円
　※新たに犬の登録をする場合、注射料金とは
　別に登録料3,000円（１頭分）がかかります。

3,300円（１頭分）

犬のふんでお困りの人には看板を
配布しています。

犬
の
登
録
と

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射

こ
ん
な
と
き
に
は

こ
ん
な
と
き
に
は

届
け
出
を
！

届
け
出
を
！

●
そ
の
鳴
き
声
、
近
所
迷
惑
に
な

●
そ
の
鳴
き
声
、
近
所
迷
惑
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

●
ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

で
す
！

で
す
！

●
放
し
飼
い
は
絶
対
に
ダ
メ
！

●
放
し
飼
い
は
絶
対
に
ダ
メ
！


